
（１）容積率、建ぺい率、道路斜線、隣地斜線とは 
 
 

 
 
 
 
 
 

容積率・建ぺい率 説明図 

S2：２階床面

S3：３階床面

Ａ：敷地面積

S1：１階床面

Ｓ：建築面積

◇容 積 率とは･･･ 
敷地面積に対する建物の延床面積(図では

１～３階の床面積の合計)の割合 
（ Ｓ１ ＋ Ｓ２ ＋ Ｓ３ ） ÷ Ａ 

 
◇建ぺい率とは･･･ 

敷地面積に対する建物の建築面積(おおむ

ね１階の床面積)の割合 
  （Ｓ） ÷ Ａ  
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道路斜線 説明図
建物 
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道路境界線 
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(A＋2B)×1.5 

Ａ:前面道路 
幅員 

Ｂ:後退距離 

■ 道路斜線とは・・・ 
 
道路の反対側の境界線

から敷地側に勾配 1.5
で引いた斜線の敷地側

（道路を除く。）の部分

でなければ、建築がで

きないとする制限 

後退壁 

 
隣地斜線 説明図
建物 

6階分） 

20m 

1 
1.25 

■ 隣地斜線とは・・・ 
 
隣地境界線上の高さ

20ｍの位置から敷地側

に勾配 1.25 で引いた

斜線の敷地側でなけれ

ば、建築ができないと

する制限 

隣地境界線 



（２）基準値のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

低層で良好な環境の住宅

□ 容積率 100%のまちなみ □ 

 中低層の良好な環境の

市街地 

□ 容積率 200%のまちなみ □ 

 

 
 ■容積率 100%・建ぺい率 60%の基準とは・・ ■容積率 200%・建ぺい率 60%の基準とは・・ 

※

 敷地面積 

1

○例えば・・・ ○例えば・・・ 

 敷地面積 

 

1m 

1

■容
 
 

容積率 100%でも一般的
な住宅は十分に建てられ
ます 
 

 
 
 
 

 15m×20m＝ 300 ㎡  
１～２階床面積 合 計  

12m×12m×2＝ 288 ㎡ 
●容積率   288 ㎡÷300 ㎡ 

＝ 96 %  
建築面積 

12m×12m＝ 144 ㎡ 
●建ぺい率 144 ㎡÷300 ㎡ 

＝ 48 % 

4m 

20m 

15m 
1.5m .5m 

12m 
4m 

12m 
2m 20m 

1

 15m×20m＝ 300 ㎡  
１～３階床面積 合 計  

11m×16m×3＝ 528 ㎡ 
●容積率   528 ㎡÷300 ㎡ 

＝ 176 %  
建築面積 

11m×16m＝ 176 ㎡ 
●建ぺい率 176 ㎡÷300 ㎡ 

＝ 59 % 

2m 

2m 

16m 
11m 
 
この場合、敷地に十分な駐車スペース 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※敷地いっぱいの商業地なみの窮屈な状態 

 敷
○例えば・・・ 

 地面積 ：15m×20m＝  
300 ㎡ 

１～５階 
床面積 ：13m×16m×5 

＝1040 ㎡ 
６階床面積 ：13m×10m  

＝ 130 ㎡ 
床面積 合 計 1170 ㎡  

●容積率 1170 ㎡ ÷ 300 ㎡ 
＝ 390 %  

建築面積：13m×16m 
＝ 208 ㎡ 

●建ぺい率 208 ㎡ ÷ 300 ㎡ 
＝ 70 % 

13m 

2m 

2m 5m 

 20m
16m 

1m 

積率 400%・建ぺい率 70%の基準とは・・

  敷地面積 
30m× 

１～８階床

20m×15
●容積率 2
 
建築面積 

20m×

●建ぺい率

○例えば
この場合、敷地の周囲は

２ｍ程度のスペース 

5m 2m 
※３階の建物は可能、敷地は 
十分活用でき空地も確保 
※空地を広くとれば、高層の建物 
が立地する可能性もあります 

30m 

広い空地 

 

40m 

■容積率 200%の基準では・・ 

40m＝ 1200 ㎡ 
面積 合 計  
m×8＝ 2400 ㎡ 
400 ㎡÷1200 ㎡ 

＝ 200 % 

15m＝ 300 ㎡ 
 300 ㎡÷1200 ㎡ 

＝ 25 % 

・・・ 

5m 20m 5m 

15m 

８ 階 建
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